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川魚の習性、上手に生かす
ここは千曲111。すでに 4月中旬か

ら「つけば漁」が始まっています。

r生態系が狂ってきているのか、昔

ほど捕れないねエ」とは、iJtj沢字吉

さん (59歳 ・中常凹)=写真上の右

側11 = 。 いまは後継者の惚ß:I~さん (26

歳)=同左側=が片腕となって、こ

の仕事をもリ立てています。科理と

しても有名な「つけば」ですが、本

来は漁の方法のことをいいます。「つ

けば漁」とは川魚、特にウグイ(ハ

ヤともいう)の産-卵の時期、 111を上

る習性を利用した漁法。400年の伝

統があります 人工の産卵床、すな

わち「つけば」を作1)、産卵に来た

ウグイを一網打尽にするものです。

r 111底のイ7にぬめりがあると卵を生

まないんですよ」と西沢さんが語る

ように、l3I~を生みやすい環境づくり

がポイント 。毎日、産卵床の石に泌

がつかないよう手入れをします。西

沢さんは笑いながら「魚、の気持ちに

ならなきゃ捕れないよね」と。

この「つけば漁」は、6月10日ご

ろまで行われ、まさに「上問の初'HI
の風物詩」として親しまれています。

市政トピックス
第34回水道週間一6月T回目)-ア日(印

〈再生紙を使用しています〉
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可

H
V
ら
っ
し
ゃ

s
Y塩
田
の
館

4
月
U
日
オ
ー
プ
ン

山
地
川

ur
に
析
し
い
れ
所
か
ま
た
↑

勺
山
の
ふ
れ
あ
い
の
里
山
政
陥
事

業
の
一
時
と
し
て
也
設
を
進
め
て
き

た
「
山
川
町
の
航
」
か
完
成
、
山
円
二

十
七
H
に
は
一
時
下
し
式
か
同
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
場
川
は
部
光
院
山
門
横
。

挫
物
は
「
五
部
上
山
」
を
イ
メ

l
uン

し
た
長
盃
出
家
風
て
耐
似
六
r
H
六
十

.中心

γ(
二
h
M庁
)
恥
問
北
条
氏
三

代
の
肘
城
と
い
わ
れ
る
川
棚
田
城
跡
か

ら
の
山
十
一品
を
小
心
と
し
た
展
.
一
小
コ

ー
ナ
ー
、
出
け
物
や
そ
ば
な
ど
の
主

出

・
体
験
コ
ー
ナ
ー、

民
京
H

川
の
開

発
や
郷
土
料
開

h

研
究
内
坊
と
し
て
の

多
日
的
研
修
突
出
コ
ー
ナ
ー
な
ど
か

あ
り
ま
す

これが今まで、ごみ勿/!?

下常田などで分別回収始まる

析しいモデル "1ifì会による資源ごみの分りIJlnl~iが 4

月カ-らスタートしました 下常国 1'1治会では、J也氏内

4カ-Jili-( _:設けられたステーション!こ、ワ1_~UJから新聞紙

やタンボール、 'nv、 ク、 8有iまでか次々 !:::-r，~: t)込

まれました 11111[.{ :I::~j 合わせて 1.910キロ この日(ま馬

場i町で{;1i-hJ.L、 また 4 月 20 日には紙が l王北、 l~iJ30 日

には長野大学、 Sf]llUは築地で行われまし た

(2) 

8
人
が
晴
れ
の
受
章

R
U
 

政
府
は
、
平
成
四
年
占
有
の
叙
勲
受
章
者

(凹

7

川
二
十
九
日
付
け
)
と
康
章
受
章
者
(
同
二
十

5

八
日
付
け
)
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
上

4

田
市
で
は
、
次
の
八
人
の
か
た
が
主
主
糠
き

訪

ま
し
た
む

(
敬
称
略

)
-z

マ
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
・
葦
沢
達

(
九
歳

・
官
制

舟
怖
)
元
よ
田
市
議
会
議
見

マ
動
四
等
瑞
宝
章

-

L

宮
下
貫
一
二

(
刈
歳

・
下
塩
川
)
元
長
野
検
察
審

在
会
事
務

M.長

マ
動
六
等
単
光
旭
日
章
・
宮

下
正

(
臼
哉

・
小
牧
}
厄
上
小
地
域
広
域
行
政

い
や
務
机
九
日
消
防
司
令
長

マ
動
六
等
単
光
旭
日

章
・
宮
下
秀
次

(
河
歳

・
上
常
国
)
県
公
衆
浴

場
業
時
境
衛
生
同
業
組
合
理
事
長

マ
勲
六
等

瑞
宝
章

・
渡
辺
政
好

(η
政

・
み
す
す
ム
円
商
)

広
長
野
県
符
悦

マ
勲
七
等
青
色
桐
葉
章
・
野

田
哲
男

(η
故

・
小
泉
)
元
長
野
県
作
部
補

マ
勲
七
等
瑞
宝
章
・
春
原
四
郎

{
侃
ぷ

・
上
常

国
)
元
長
野
刑
務
所
訓
告
守
長

マ
黄
綬
褒
章
・

田
口
玲

(η
歳

・
鍛
冶
町
)
上
回
郵
便
局
郵
悦

切
子
組
版
先
受
託
者

盟
関
圏6

人
が
喜
び
の
受
章

県
は
昭
片
二
十
四
日
、
平
成
問
年
の
知
事
表

担
者
を
発
表
し
ま
し
た
市
内
で
は
、
次
の
六

人
の
皆
さ
ん
が
受
草
さ
れ
ま
し
た
(
敬
称
略
)

マ
伊
藤
伝
兵
衛

「
ω故
・
附
庇
町
)
産
業
功

労
(
附
伊
総
商
会
代
表
取
締
役
社
長
)

マ
武

田
兵
助

二
凶
歳

・
柳
町
)
産
業
功
労
(
武
田
味

附
醸
造
側
代
表
取
締
役
社
民
)

マ
上
原
野
安





お知らせア・弓・カルト

水道の
つ

安心です
第..，回水道週間 1
6月1日伺)-ア日(日.

今
年
も
六
月
一
日
間
か
ら
七
日
目

ま
で
「
安
心
で
す
水
道
の
水
う

ま
い
で
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国

一
斉
に
第
=
一十
四
回
水
道
週
間
が
行

わ
れ
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の

生
活
に
と
っ
て
、
水
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
。
水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね

れ
ば
い
つ
で
も
き
れ
い
で
安
心
し
て

飲
め
る
水
を
使
え
ま
す
。
水
道
週
間

を
機
会
に
大
切
な
水
の
使
い
方
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

来
年
は
給
水
初
周
年

上
回
市
で
、
初
め
て
水
道
が
で
き

た
の
は
、
大
正
十
二
年
二
九
二
三

年
)
の
こ
と
で
す
。
米
年
二
九
九

三
年
)
で
、
給
水
開
始
七
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。
当
時
、
水
道
を
使
っ
た

人
は
、
約
二
万
人
の
市
民
で
し
た
。

戦
後
、
数
次
に
及
ぶ
拡
強
工
事
に

よ
り
、
今
日
、
近
代
的
な
水
道
施
設

が
整
備
さ
れ
、
約
九
万
九
千
人
の
市

民
が
一
日
一
人
平
均
三
六
四

γ
(約

ド
ラ
ム
缶
二
本
)
の
水
を
使
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
県
営
水
道
は
、
上
田
市
か

ら
長
野
市
に
至
る
千
曲
川
沿
俸
ベ
ル

ト
地
帯
(
三
市
三
町
)
の
広
域
水
道

と
し
て
、
昭
和
三
十
九
年
(
一
九
六

四
年
)
に
給
水
を
始
め
、
上
田
市
で

は
、
塩
団
地
区
と
川
西
地
区
の
仁
古

田
、
小
泉
の
一
部
で
約
二
万
二
千
人

の
市
民
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

水
源
の
確
保
に
向
け
て

現
在
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域

に
水
道
の
水
が
ひ
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
北
陸
新
幹
線
、
上
信
越
自
動

ち
ょ
っ
と
し
た

気
配
り
を

広報うえだ4.5 [4) 16 

平
成
三
年
度
に
生
活
環
境
課
で
受

け
付
け
た
公
害
に
関
す
る
苦
情
は
六

十
七
件
で
、
平
成
二
年
度
に
比
べ
二

件
増
加
し
た
も
の
の
、
ほ
ぽ
昨
年
と

同
数
で
し
た
。

苦
情
件
数
は
、
昭
和
五
十
年
代
初

め
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、
現
在
で
は
、
ピ
ー

ク
時
の
三
分
の
一
以
下
と
な
っ
て
い

ま
す
。

-
苦
情
の
種
類

最
も
多
い
苦
情
は
騒
音
で
、
二
十

四
件
と
全
体
の
三
分
の
一
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。
以
下
、
大
気
汚
染
が

十
九
件
、
水
質
汚
濁
が
十
三
件
、
悪

臭
が
八
件
と
続
い
て
い
ま
す
。
苦
情

の
主
な
原
因
は
、
木
村

・
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
焼
却
に
よ
る
煙
や
ス
ス
、
油

の
流
出
、
ス
ズ
メ
お
ど
し
の
爆
音
機
、

ま
た
、
た
い
肥
の
悪
臭
な
ど
で
、
ち

ょ
っ
と
し
た
心
配
り
で
防
げ
る
ケ
ー

ス
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

-
被
害
の
内
容

「
う
る
さ
い
、
央
い
、
汚
い
L

と

い
う
感
覚
的

・
心
理
的
な
被
害
が
ほ

と
ん
ど
を
内
め
、
健
駿

・
財
産
に
被

害
を
受
け
る
も
の
は
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。



お知らせア・弓・カルト

くこみを減ら持勺 . 
-!}J- ど

車
道
の
高
速
交
通
網
の
強
備
や
浅
間

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
の
推
進
な
ど
に

よ
り
、
上
田
市
の
環
境
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
お
り
、
水
の
一
端
要
に

つ
い
て
も
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
水
環
境
の
保
全
対
策
、

水
道
水
源
の
確
保
、
高
度
浄
水
施
設

の
強
備
な
ど
、
安
心
で
き
る
水
の
確

保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

水
道
局
業
務
課
(
内

線
1
8
5
2
)

企
水
を
大
切
に
。
水
道
週
間
を
機
会
に

改
め
て
考
え
よ
う

の所一近
目
，《、

-
な

圃
て

圃
け

う

m

だ
よ

唱
&
ロ
‘
ぇ

f
都

考
の
も

分

惑

自

迷

，軍司基

つ
引

な

ぜ

、

ご

み

を

出

す

曜

日

戸川
川
」
を
守
ら
な
く
て
は
い
け
な
い

の
で
す
か
。

「

U
」

硝
や
犬
、
カ
ラ
ス
な
ど
に

「

μ」
よ
り
散
ら
か
さ
れ
、
制
を
そ

む
け
た
く
な
る
集
積
所
(
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
)
を
比
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
市
て
は
収
作
、
燃
や
せ
る
ご

み
は
洲
一
二
回
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
は

迎

一
川
似
集
を
行

勺
て
い
ま
す

wm
日
は

'H治
会
に
よ
リ
迫

っ
て

い

ま
す
が
、
い
つ
で
も
ご
み
が
山
て
い

る
汚
な
い
柴
山
引
所
が
ち
リ
ま
す
も

_'_一一
ζ .. ・‘叫2・..‘ゐ怠a“・..むい，.シi'?-tao;.

ヌ~"::~~rlJ)か/哩認主

園企@合@

@ 午後1時30分
月⑤日② 白羽問調

・アトラクション「みんなで楽しもう水道
クイズ」もあります。

・入場無料。粗昂進呈。

ご
み
を
出
す
ル
ー

ル
を
守
ら
な
け

れ
ば
、
向
分
の
住
ん
で
い
る
地
践
が

ど
A
ど
ん
汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ

れ
も
が
き
れ
い
な
所
に
住
み
た
い
と

思
う
で
し
ょ
う
ー
そ
れ
に
は
一
人
ひ

と
リ
が
附
日
を
必
ず
守
っ
て
ご
み
を

出
す
こ
と
だ
と
忠
い
ま
す

夏
に
な
る
と
、
ウ
ジ
が
わ
き
悪
臭

が
ひ
ど
く
、
川
収
集
車
に
入
札
る
こ
と

が
た
い
へ
ん
て
す
伐
食
が
食
べ
れ

な
い
こ
と
ら
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
集

約
刈
の
悶
聞
の
皆
さ
ん
に
は
い
つ
も

迷
惑
が
か
か

っ
て
い
ま
す

』

ご
み
を
集
拘
る
人
や
近
所
の
持
さ

ん
の
こ
と

L
与
え
て
出
す
こ
と
が
大

切
で
す

「
わ
た
し
ご
み
を
出
す
人
」

「
あ
な
た
ご
み

を
集
め
る
人
」
で
は

川
り
ま
す

道
一間

水
一
週

-
快
適
な
生
活
を
過
ご
す
た
め
に

最
近
の
苦
情
は
、
工
場

・
事
業
所

か
ら
発
生
す
る
も
の
よ
り
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル

の
変
化
の
中
で
、
ご
く
普

通
の
家
庭
生
前
か
ら
生
ま
れ
て
く
る

近
隣
公
害
と
呼
ば
れ
る
郡
市
出

・
生

活
型
公
害
の
昔
前
が
増
加
し
て
い
ま

す
。自

然
に
閉
ま
れ
た
快
適
な
期
段
の

中
で
楽
し
く
生
活
を
過
す
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
身
の
周
り
に
討
を
配

リ
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い

か
考
え
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
邸
境
諜

(内

総

1
3
8
9
)

近
所
も
迷
惑
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て

平成3年度
苦情の種類別分類

捨てる子力;拾う子になれ

やさしい子
寸の他3f'牛

(4%) -町田制1=1同購掃這1iJ!j劉醐=・

広報うえだ4， 5. 16 (5) 



6月1日

u人権擁護の日u

人権16 、̂閤ガ寧手口に生きていくうえ

で最も大切芯縫利です。自分だけて芯く、

守へての人の人権力尊重され怠ければ芯

りまぜん。お互いに人穫を守って明るい

社会を作りぎしよう。

・問い合勺せ阜地方法務局よ田受電(宮

@200n、生活環魔評〈内締1390)

訂
正
お
わ
び

五
月
一
日
号
の
折
り
込
み
記
事
「
ア
ク

ア
プ
ラ
ザ
よ
回
』
の
利
用
案
内
に
誤
り
が

あ
り
ま
レ
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

マ
開
館
時
間
『

B
・
祝
日
、
一
月
二
・
三

日
/
午
前
十
時

i
午
後
六
時
』
を

「午
前

十
時

1
午
後
五
時
」
に
。

-
「
地
価
公
示
」
A
m
閲
覧

圃
ご
覧
に
怒
れ
ま
す

f

三
日
ニ
ト
じ
円
、
同
土
げ
か
ら
.山γ

成
凹
年
の
地
川
公
ぷ
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
地
価
公
ぷ
は
・
土
地
を
光
口
す

る
際
の
日
安
と
な
る
側
枯
て
す

市

役
所
(
余
州
諏

)、
五
刈
、
山
ぷ
凶
内

館
で
閲
覧
で
き
ま
す
お
わ
A
怯
に
ど

う
ぞ

な
お
、
市
内
の
公
ぷ
附
栴
は

中
川
表
の
と
お
リ
て
す

マ
問
い
合
わ
せ

企
同
課

(内
線
1

2
2
2
)
 

標準地の所在及び 標準地 |耐
標準地の

地番ならびに 当たりの
利用状況f主 居 表 刀て 価格(円)

上田市中央西 2丁目
127，000 住宅3，327番26r中失西2

14-llj 

大手 l丁目5，298番l
186，000 住宅

「大手|ー 3ー11j 

「中央 l丁目5，099零2
1，280，000 広告甫外「中央 1-4-5j

ヂ

平成4年地価公示標準地価格表園
、
所
得
証
明
書
L

怠
ど

・8月
1
日
か
ら
発
行

平
成
四
年
度

(平
成
三
年
分
)
の

「所
得
証
明
」
「
税
傾
証
明
」
の
発
行

は
、
六
月

一
白
川
か
ら
行
い
ま
す

マ
申
請
方
法

印
鑑
持
参
で
、
本
人

(価格は平成4~手 1 月 1 日現在)

ま
た
は
問
婦
の
親
族
の
か
た
が
お
い

で
く
だ

さ

い

代

理

人

の
場
介
は
、

本
人
円
訴
の
代
型
人
選
任
副
書

(窓

u
に
用
立
)
か
委
任
状
と
代
町
人

の

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
マ
手
数

料
一
一
刊

一
件
二
行
円

マ
問
い
合

わ
せ

市
民
税
課
{
内
紛

1
2
8
2
)

圃
『
夜
通
災
害
共
演
』
に

圃
加
入
し
ま
し
た
か
っ
・

交
通
災
存
共
済
は
、
五
月
三
十
一

日
制
で
共
一
前
期
間
が
切
れ
ま
す
五

月
中
は
、
山
治
会
、
学
校
、
闘
な
ど

で
申
し
込
み

の
取
り
ま
と
め
を
し
て

い
ま
す

n治
会
な
ど
て
・申
し
込
み

か
て
き
な
か
勺
た
均
介
は
、
市
民
課
・ 6月7日(日)は計量詑急目。昭和初年の

計量法制定を記念して設けられ疋もの

で、メートル法の普及、正しい計量援

の使用により経済の発展、文化の向上

を図ることガ目的です。

市では、計量記愈日にちなんで、体

温計、 ヘルスメーター、血圧計など家

庭用計量告書の無料精度診断を行います。

〈皿圧計はき診断できないものもあり〉

・問い合わせ 商工課(内線1406)

各
五
所
で
受
け
付
け
て

い
ま
す一

マ
会
費

一
般
五
百
円
、

団
体
三

百
同

(保
育
問
、
幼
稚
凶
、
小

・
中

学
校

へ
通
う
子
)

マ
市
で
負
担
す

る
人

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

人
⑨
身
休
障
害
者

二

1
三
級
)
③

山
市
古
手
帳
を
お
持
ち
の

人
@
交
通

・

災
特
遺
児
⑤
七
十
故
以
上
の
人

(大

正
十

一
年
五
月
三
十

一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
)

マ
問
い
合
わ
せ

市

民
課

{内
総

1
3
5
8
)

圃
個
人
住
宅
建
設
資
金

圃
ご
利
用
く
だ
ウ

ν
f

マ
対
象

市
内
に
住
む
か、

ま
た

は
勤
務
す
る
人
{
所
得
な
ど
の
条
件

「計量はゆたかなくらしの
はかりもの」

家庭用計量器検査日程表

月日 | 会場 | 時 間

6月 !日州 滋 回 公 民 館19:30 -12: 00. 13: 00 -15: 00 

6月2白山|同公民館

6月3日刷|みすず台南公民館

6月4日嗣|

6月5日喰刊市役所計量検査室19:00 -1 2: 00・13:00 -15: 00 

6月 l日休バ (西庁舎 |階) I 
6月 2日陰け 1 

田中恵久美さん

(六中)の作品

1/ 
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1/ 

あ
リ
)

マ
貸
付
金
額

五
十
万
円

以
上
二
百
万
円
以
下

マ
貸
付
利
率

年
五

・
六
ア

マ
返
済

十

瓦

年

以
内

マ
申

込

期

間

六

月
三
十
日

ωま
で

マ
問
い
合
わ
せ

管
理
課

(内
線

1
5
0
4
)

完全土限防庁です

勤労者福祉センタ ーの高齢者職

業相談室は、 5月!日より完全土

曜閉庁となっています。ご利用の

かたは月 一金曜日の間にどうぞ。

b問い合わせよ田公共職業安定

所(岱'[26363)



⑤月の相談日
今月の納税

全期

納期限は6月4日です

自主納付のかた、口座振符が便利です/

生
活
環
庇
線
(
内

総

1
3
9
0
て
県
上
回
消
針
生
活
セ

ン
タ
ー

{
岱
⑫
8
5
1
7
}

圃
『
消
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生
活
』
に
関
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・3標
語
募
集
し
ま
苛

世
界
規
・
桜
で
地
球
を
見
つ
め
た
…
外

ら
し
を
す
る
努
力
か
必
要
と
な
ヮ
て

お
り
、
他
打
、
必
軒
以
開
法
の
被
山
し
h
J
U

後
を
断
ち
ま
せ
ん
こ
れ
ら
消
校
生

前
に
関
す
る
際
析
を
募
集
し
ま
す

例

省

エ

ネ

は

地
球
と
と
も
に

生
き
る
知
恵

例

も
う
か
り
ま
す

落
と
し
穴

マ
問
い
合
わ
せ

園
田
赤
救
急
法
講
習
会

圃
ヘ
ご
参
加
く
だ
今
、
ν

マ
と
き

六

H
六
日
川
、

同
じ
日

川
、
川
ト
三
日
川
、
同
十
問
日
川
{
い

す
れ
も
午
前
九
時

i
午
後
五
時
)

マ
と
こ
ろ

制
祉
会
館
(
市
役
所
京

斜
め
向
か
い
)

マ
講
習
内
容

人

i
呼
川
町
、
止
血
、

三
角
化
の
使
用
法

な
ど

マ
費
用

三
千
円

マ
申
し

軽 自 動車税

そ
の
一
言
に

キ1:1 j炎 才s 日 11寺 会場など

6 }~J 12日(金}

法 羽| 総 13 : 30 -15 : 30 市 予約先は'1=.i活環

{予約 ;I)IJ) 6月26日(金} f生 境線(内線1388) 

13: 30-15 : 30 jiJj-

人権・悩みごと特I.i炎
6 月 4 口 (~ç ) 官

13 : 00 -16 : 00 ⑫ 生活 I~l !党諜

6 J-J 11日(本) 4 (南1~1:1'r 3階)
上地建物相談 l 

13: 00-16 : 00 。
6月1日(付)

。
農業委民会

民地 問 題相談
8 :30-17:00 ( 4:1γ?t 2階)

ff 政 .trl 
6月8日UJ) IJLj武デパート

10: 00-15: 00 

心情己ごと中11談
毎週火111111:1

10 : 00-15 : 0。 社会作け1[:協議会

法 十日 J火
6月20日(士) E ⑫ 2025 

10: OO-JE 

法 付I キ11 d炎 6月171:1(水)

(予 約制 ) 13: 30-15: 00 上111商_l:会談所

保 |没年・令中1Iti炎
毎週月~金曜日 宮 ⑫ 4500

9 : 00-16 : 00 

司1 氏 m ;炎 1!tj盟FJ--1:11111 B (下前)

i消 '{'e:1ミ j首相談 9 :00-16:00 1Ei古 f長境諜

1乙 i也 キ[1 ;炎
uj:迎月~令H起日

i支
(j務庁1'131l"dl

9 :00-16:00 

紙i盟片~土11MI:l (午前) 所 健康相談室
他 ちlt 中11 ei炎

9 : 00-16 : 00 (南Ij' ~'1 2階)

会J;)自月~オ二11111EI 東部保有限|

r育て fU J炎 8 : 30-19 : 30 保育センター

(.:l:陥刊は12:30まて) 2 ⑫ 3096 

込
み
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に
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会
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ど
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。

お
公
軽
に
ど
う
ぞ
。
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検
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.
I

小
な
ど
マ
問
い
合
わ
せ

以
尚
竹
山
附
生
士
会
上
田
支
部

・
仰

山
仇
{
包
⑫
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そ
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しゅんた

・山浦隼汰〈ん
(8か月・野竹)

r霞近 1¥.，(ハイをするよ

うに。芯んでも食べる子で

zr_jと自の香代子さん。

保健 診 。
保健予防課(内線 1374)

6月の乳幼児健康診査

b受付時間 いすれも午後 1時-2時 [>持ち物 母r
MI:RTII袋、パスタオル(4・10カ・月児)、肉ブラシ(1必6

か月児)0 1歳6か月児は、赤ちゃん子艇の中にある俗康診

1f.~に記入してお持ちくださ L 、 。 3 ，*.')t!_の住~J;Iは会主票{立、

様式が変わりました。 また、叫聴覚殺伐のアンケー卜もり11

わりましたので用紙をお送')します l ご記入のうえ他M~診

1f:にお出かけくださ L、。

保健センター(市役所南庁舎2階)

他 "マタPト 実他日 生 年 月 日

-/)・ 月
6 rJ 4日 4. 1. 16- 1.31 

4 
6月25日 4 2. 1- 2. 15 

10 カ- 月
6HllB 3. 7. 16- 7. 31 

6 )=116日 3. 8. 1- 8. 15 

1絞 6か FI
6月31:1 2. 11. 16-11. 30 

6月24日 2. 12. 1-12. 15 

3 ら，'1<.
6 J-J 1日 7じ. 5. 1- 5. 15 

6月291:1 Jt二. 5. 16- 5. 31 

4 カ・

10 ヵ・

3 
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日本脳炎予防接種

b対象 ① 初回=昭和63年 4H-平 成 元年 3月の聞に生

まれた幼児②追加=昭和62.1f.4月~昭和63年 3月の問に生

まれ、平成 3年中に初回として 2凶または 1回媛附してあ

る幼児③昭和62年 4月以前に生まれ、初回 ・追加が完了し

ていない幼児 [>接種方法 初回として 1-2.i世間師で2

恒!被純。jJl!JIIとして約 1年後に 1回按純 [>接種時間 午

後111寺30分-211寺30分 [>持ち物 防チ他出子帳、問診巣(i;か

ちゃんす帳の中にあります。 会場にむ附立) [> 注 意 ① 

亦ちゃん手帳の f.j安純 ~íj後の注意事現J を読みましょう 。

② 5月にポリオ・麻しん .MMRの予防J安値を受けた幼児

{j.、 lカ・月HI1/ま他の予防接種が受けられません。 また、 7 

月に行うツベルクリン反応検ff.'B C G.j安純を交ける幼児

は、日本JJiii炎予防機開を受けて 2週間以上経過してから般

徹してくだきい

日本脳炎予防接種日程表

d2a2h Z 士事 名
実施日

文サ 象 地 区
l回目 2回目

I星回母子健康センター 中温田

6月5日6ill6日神科の部 { 判11山 ・ fJ怜~llll . 
上里子が丘公民館

住谷 t刈
i;îIて ~Ui ' ~I'fl紛以 ・ 9'[-竹 ・
l引5'H~' .後11:.1111);0

塩尻地区公民館 塩尻{秋拘1・上)1[I，L.r!MIJu 
中央袋町f(険町 .f毎!l!i'Hlr. 1以町 ・

. tl~嶋田r . fII師r.JL~! 

保健センター 町 .~，田 f .北大千)

{市役所，tilj'n2硲 )
6jj 10日6jj 23日西部 l ドキf~W田 r . i聴取 ・ l凶 IU~ . 

体J 伏l 制作11.，耳Uliiili.'I'.f主 ・ 'ii...~J
l町.tkカr[Í: ・ ~rhi .総力・li:

川西社会徳社センター

」じ . .hま~t .紘カ・lI:r'月)
川西

JII 辺町会館
川辺の一部 (I:HlIJ;t・川辺町-

6月11日6月24日 i'r1卜}
神川地区公民館 味J 体J

間川の部 l大bi{. f}ド l'-
1'1 ~， ・ 1 :il本・みすす台市 ・
みすすれJじ}

坂田母子健康センタターー 6月12日6Jl25日 司o主inl ・ (1司!J，í rn ・ ~;IJli/r

農村潔境改善セン (;jf 同司 霊殿

東部 ( ~許入 ・ 3込町r . 1'.常[lf.

保健センター
rlj'i;Wl'ド1(;III . -1t1;nn . 
I(，'入 ・材木田Tl

(rlii究所市庁1i'2 ~皆 } 南部((t.P~仲間f. ，It:だ ~I'町 ・
6月17日6月26日 段、1<.絵l己IUJ.JZI'刊f. 1': 

休j t壷4 町T.末広II!J.大手間TI
ヱ好町 会館 城下

神科の一~部Jl:{Titi"l-決ffi.蛇
上野が丘公民館 in・ ・1111'・大久保 ・

l~仏 ・ 命的'C'f ' O:，!{かli'.) 

保健センタ ー
北部 (1ニ1111氏柳田J.下川原材11

町 ・愛治，'IBf.上鍛冶町 ・m
{市役所it>iIi';吟2階l i合目If担:Jj'ト:)~，;山 ・ "J;}lil ・ 柳

l町 rn . 1-.紺桜laf)
6月19日6月30日川l辺・泉国の 部 (~I' 却11 ・ ，;'之

川辺町 会 館 It: t火l ~条!1 ・築地 ・米築地 ・半過 ・
[u . 81沼)

神川の一都市川久保休 l
神川地区公民館 J込伴・1:iJ~ . llil分 ・下期 ・

I )~I! 1 

ポリオ生ワクチン投与(2回目)

詳しくは、 3月16日付け「広報うえだ」をご覧ください。

時間は、各会場とも午後 1時30分-2時30分。 1回目と 2

幽自の間隔は 6週間以上あけてくださ t、。

ポリオ(小児まひ)予防接種目程表(春期)

'ft 場 名
接種目

対象地区
2 回

保(市健役 センタ ー 東部 ・西部
所南斤舎2階)

上聖子が丘公民館
5月27日 休J

神科 ・霊殿

)11 辺町会館 川辺 ・泉田

保(市健役 センタ ー 南部・中失・北部・塩尻
所南斥企2陵l

神)11地 区 公 民 館
5月28日榊

神川

ニ好町 会 館 線下

塩国母子健康センタ ー I星回
川商社会福祉センタ ー 15 Fl29自 治 川西
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